
基本目標❻

行
政
運
営

阿蘇市民とともに歩み、
信頼と誇りを築くまち

　行政サービスの利便性向上に向け、市民向けサービ
スのデジタル化などに取り組みます。また、市民参画
を促進し、地域課題を共に考え、共に解決する協働の
まちづくりを進めます。
　貴重な財源の効果的な活用と多様な人材の能力発揮
による持続可能な運営を行い、信頼と誇りを感じられ
るまちづくりを目指します。



第３次阿蘇市総合計画

６－１　効率的で利便性の高い市民サービス

現状と課題
● �行政手続きのオンライン化を推進し、子育て・介護関係の26手続につい

てはオンライン化進捗率100％を達成しましたが、国が示す優先的に取り
組むべき行政手続きのオンライン化の達成率は76.6％でした。

● �マイナンバーカードを活用しコンビニで各種証明書の発行が可能になった
ことで、市役所が閉庁時でも証明書が取得できるようになりました。窓口
においても「らくらく申請窓口」を導入し書かない窓口を設け、市民サービ
スの向上を図っています。また、戸籍証明を除く各種証明書のコンビニ交
付手数料を減額し、利用促進と負担軽減に努めています。

● �従来の広報誌、公式ホームページに加え、SNSを活用し、迅速に行政情報
を市民に伝えるよう努めました。

現
状

● �行政手続きのオンライン化を推進するうえで、情報通信技術を利用するこ
とができる人とできない人との間に生じる格差（デジタル・ディバイド※73）
の是正に配慮する必要があります。

● �補助制度の認知度が十分でなく、制度の内容や対象が市民に伝わりづらい
状況にあります。また、申請手続きが煩雑化しており、制度の活用が進み
にくいという課題があります。

● �各年齢層の市民に行政情報を伝えるとともに、市民の声を行政運営に反映
できるよう努める必要があります。

● �窓口業務が複雑化・多様化しており、オンライン化が進む中でも市民のニー
ズを把握し、適正で迅速かつ丁寧な事務処理を継続的に行う必要があります。

課
題

関連するデータ
子育て・介護関係の 26手続のオンライン化取組状況（県下 14市）

資
料：デ
ジ
タ
ル
庁
「
自
治
体
D
X
の
取
組
に
関
す
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」

※73 デジタル・ディバイド…情報通信技術を利用することができる人とできない人との間に生じる格差。
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指　標 現状値（R６） 目標値（R10）

行政手続きのオンライン化件数 36件 60件

SNS による情報発信の閲覧者数 42,893人 60,000人

文書管理システムの導入 - 導入・運用

電子決裁システムの導入 - 導入・運用

成果指標

主要施策 概　要

行政区への側面的な支
援

　行政区の課題を把握し、解決に向けた側面的な支援を行う
ことで、市民の自治意識を高め、地域社会の相互扶助機能の
向上を図ります。

 �行政業務の効率化の 
推進

　事務フロー・業務マニュアルの見直しや積極的なデジタル
技術活用などによる業務効率化を推進し、窓口サービスをは
じめ、各種行政サービスの利便性向上を図ります。
　国の自治体 DX 推進計画で掲げられている重点取組事項に
ついても組織を横断し、全庁的な取組を推進します。
　窓口業務に関しては、「書かない窓口」やセルフレジの導
入により、市民サービスの向上を図ります。
　戸籍・住民票などの適正な管理と証明書請求手続きの迅速
な対応を行い、市民の求めに応じた丁寧な対応で窓口サービ
スの向上を図ります。
　内部管理業務に関しては、文書管理システム及び電子決裁
システムの導入により、収受から保存まで一連の作業をシス
テム上で行うことで、業務の効率化を図ります。

広報公聴活動の推進

　様々な情報発信媒体を活用し、だれもがどこでも行政情報
を取得できるよう広報活動及び利用者の増加に努めます。
　また、公聴活動は、「ハイ、市長です。」などの制度を維持
しつつ、市政報告会など直接市民の声を聴く場を設け、行政
運営に反映していきます。

デジ
タル
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行政手続のデジタル化 文書管理システムの導入

各種行政サービスの利便性向上 電子決裁システムの導入

自治体の情報システムの標準化・共通化 広報誌発行

情報システムの安定運用・充実、セキュリティ
対策の強化 SNS による情報発信

行政区長研修の実施 「ハイ、市長です。」

行政区活動の支援 市政報告会

行政区担当職員制度の活用

主な事務・事業

広報あそ

22025.7 広報あそ  2025.7 広報あそ  3 2025.7 広報あそ  2025.7 広報あそ  
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五
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１
５
９
２
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ト
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子
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を
望
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た
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。
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に
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が
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。
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。
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迎
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と
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峰
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び
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火
山
の
表

情
が
広
が
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光
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。
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迎
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■

高岳のミヤマキリシマ

高嶺の花を
追って

高岳

東峰

仙酔峡

砂千里

中岳
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店
街
で
元
気
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す
る
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姿
。
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掃
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す
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校
生
た
ち
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祭
り
の
準
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駆
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回
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。

阿
蘇
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街
角
に
は
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高
校
生
た
ち
の
元
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が
あ
り
ま
す
。
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阿
蘇
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こ
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び
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え
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育
ん
で
き
ま
し
た
。
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。
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し
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す
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。
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あ
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。
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育
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す
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化
を
チ
ャ
ン
ス
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変
え
る
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ん
な
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
の
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す
。

こ
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集
で
は
、阿
蘇
が
育
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人
の
力
』を
詳

し
く
見
つ
め
ま
し
た
。

先
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た
ち
の
多
彩
な
活
躍
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校
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ち
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熱
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想
い
、そ
し
て
未
来
に
向
け
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新
た
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戦
。

読
み
進
め
て
い
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だ
け
れ
ば
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と
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る
こ

と
で
し
ょ
う
。

阿
蘇
の
チ
カ
ラ
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
、ど
こ
へ

向
か
う
の
か
を
。

阿蘇のチカラ、
ここから

連 載
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A u g u s t

No.247

8
2025

Photo：ユウスゲ

連載   阿蘇のチカラ、ここから
新企画   アソヒト
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６－２　持続可能な財政運営

現状と課題
● �一般競争入札の導入については、前期・後期計画での導入はありませんで

したが、指名競争入札を中心に事業によってはプロポーザル方式を採用す
るなど、状況に応じて効果的かつ公正な入札を進めてきました。

● �財政調整基金の令和６年度（2024年度）末現在高は、22億4,821万円と
なっています。計画期間中において、コロナ禍の影響もありましたが、健
全財政に努め計画的な積立ができました。また、市債については、令和６
年度（2024年度）末現在高が約192億円と減少傾向にあります。なお、経
常収支比率は依然としてやや高い水準で推移しています。

● �市税収納率は前期・後期基本計画を通じておおむね毎年目標を達成しまし
たが、令和２年（2020年）のみ目標を下回りました。

● �固定資産業務において、航空写真を撮影しAI等の画像認識技術を活用した
システム利用による調査を導入していきます。

● �地籍調査は毎年着実に進捗し、前期・後期基本計画とも目標進捗率を達成
しました。

● �地籍調査において、リモートセンシング（航空法）測量による新しい技術を
使った調査を導入していきます。

現
状

● �老朽化した施設の安全性や品質を保つための大規模改修や修繕が必要と
なっています。

● �近年、職員意識の変化や社会的人手不足の影響もあり離職する職員もいる
ことから職員の確保と人材育成が課題です。

● �更なる適切な予算編成、執行による歳出抑制及び自主財源※74 の確保に努
めます。

● �阿蘇市公共施設等総合管理計画及び公共施設個別施設計画の具体的運用を
進める必要があります。

● �行政評価の創意工夫を図る必要があります。
● �未利用市有財産の利活用検討が必要です。
● �固定資産の土地の利用状況及び未評価家屋について、今後職員数が減少す

る中で、どのように定期調査を実施するかが課題となっています。
● �地籍調査において、山間部では、現地での立会いや測量作業に大きな負担

がかかっており、事故の危険性があります。
● �地籍調査を行う測量士等の人件費及び諸経費が高騰しています。
● �地籍調査において、所有者や相続人の所在が不明のケースがあり、調査が

難航しています。

課
題

※74 自主財源…地方税、分担金及び負担金、使用料、手数料など地方公共団体の意思で、ある程度収入額を増減できる自前の財源。
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関連するデータ
令和 6年度（2024年度）の決算状況

指　標 現状値（R６） 目標値（R10）
電子入札参加率

（阿蘇市内指名願提出事業者） 0％ 100％

未利用公有地（施設） 19件 17件

地籍調査推進率（登記完了面積） 66.03％ 71.24％

成果指標

主要施策 概　要

 財政基盤の強化

　税収の確保に加え、企業版を含むふるさと納税※ 75 の積極
的な取り組み、新たな財源確保、国県などの補助金等の積極
的な活用など、あらゆる手法で歳入増加に取り組みます。
　また、事務事業の見直しや公共施設の最適化、民間活力の
導入などによる経費の節減を進めます。併せて、中長期的な
財政見通しに基づく計画的な財政運営や、地方債の適正管理
による将来負担の軽減にも努め、健全で持続可能な財政基盤
の確立を目指します。

歳入増

デジ
タル

※75 ふるさと納税…�自分が応援したい自治体に寄附（ふるさと納税）を行った場合に、寄附額のうち2,000円を超える部分について、所得税と
住民税から原則として全額が控除される制度。

自主財源
6,607,145
自主財源
6,607,145
自主財源
6,607,145

依存財源
14,707,862
依存財源
14,707,862
依存財源
14,707,862

市税 
3,171,086
市税 
3,171,086
市税 
3,171,086

繰越金 
1,720,665
繰越金 
1,720,665
繰越金 
1,720,665

繰入金 
705,926
繰入金 
705,926
繰入金 
705,926

諸収入 235,909諸収入 235,909諸収入 235,909
寄附金 393,766寄附金 393,766寄附金 393,766

使用料及び
手数料 221,841
使用料及び
手数料 221,841
使用料及び
手数料 221,841

財産収入 
54,549
財産収入 
54,549
財産収入 
54,549

分担金及び
負担金 103,403
分担金及び
負担金 103,403
分担金及び
負担金 103,403

地方交付税
7,162,600
地方交付税
7,162,600
地方交付税
7,162,600

国庫支出金
2,729,174
国庫支出金
2,729,174
国庫支出金
2,729,174

県支出金
2,440,810
県支出金

2,440,810
県支出金

2,440,810

地方譲与税・
各種交付金
1,194,978

地方譲与税・
各種交付金
1,194,978

地方譲与税・
各種交付金
1,194,978

市債
1,180,300

市債
1,180,300

市債
1,180,300

議会費
151,666

総務費
2,696,089

民生費
6,525,831

衛生費
1,512,501

農林水産業費
2,251,467

商工費
588,017

土木費
1,151,393

消防費
610,963

教育費
2,227,186

災害復旧費
54,195 公債費

2,048,498

資料：「令和 6 年度地方財政状況調査」

歳入決算額　213億1,501万円 歳出決算額　198億1,781万円
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第３次阿蘇市総合計画

　納付相談を通じて納付意識を高め、口座振替やキャッシュ
レス決済※ 76 を推進することで、未納者の解消と収納率の向
上を図ります。
　早期の文書による催告や県との共同催告を行い、滞納処分
の強化による納期内納付の意識向上を図ります。また、コン
ビニ収納等納付環境の充実による収納率の向上も図っていき
ます。
　未申告・未届の法人、個人への申告指導の促進を行います。
地方税関連手続きの電子化に伴う適切な対応及び電子申告の
推進、固定資産の未評価の解消を推進します。

 �入札・契約事務の 
適正化

　公正性・透明性・競争性の確保を基本とし、入札情報の積
極的公開、適切な予定価格設定、コンプライアンス※ 77 の徹
底に加え、地元事業者の健全な育成・発展を図ります。
　また、電子入札システムの活用を推進し、入札参加者の負
担軽減や入札手続きの効率化と透明性の向上を目指します。
併せて、契約・競争入札参加資格審査申請の電子化を目指し
ます。

 公共施設マネジメント 
※ 78

　阿蘇市公共施設等総合管理計画及び公共施設個別施設計画
に基づき、施設の適正配置や利活用の促進、維持管理手法の
見直しを通じて、限られた財源を有効活用しながら地域ニー
ズに応える持続可能な施設運営体制を構築します。
　また、未利用施設については、市民ニーズ調査を行い、受
益者への効果と施設の改修費、解体撤去費及び管理運営費等
を検証したうえで施設等の有効活用及び行政のスリム化を進
めます。

職員の能力開発・育成及び
適正な人員配置

　組織全体のパフォーマンス向上のため、複雑化する行政需
要に的確に応え、多様な価値観や改善意識を持った職員の育
成、能力開発及び人材の確保に努めます。

地籍調査の推進
　リモートセンシング（航空法）技術などの活用により、地
籍調査の早期完了ができる体制を作ります。

デジ
タル

歳入増

公共
施設

※76 キャッシュレス決済…お札や小銭などの現金を使用せずにクレジットカードなどを利用して電子データでお金を払うこと。
※77コンプライアンス…�社会規範・企業倫理を守ること。法令遵守。業務遂行上、関連する法令違反やグレーとされる行為、信頼を損なう行

為を行わないこと。
※78公共施設マネジメント…�地方公共団体等が保有し、又は借り上げている全ての公共施設やインフラを、自治体経営の視点から総合的かつ

統括的に企画、管理及び利活用する取組。
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企業版ふるさと納税 未評価及び滅失家屋の定期調査

予算編成事務 航空写真撮影

入札及び契約事務 納税催告

公有財産の管理 滞納処分

職員研修 納税環境の整備

人事評価制度 地籍調査事業

市税に関する賦課事務

主な事務・事業

関連する計画

阿蘇市公共施設等総合管理計画及び公共施設個
別施設計画 阿蘇市過疎地域持続的発展計画

阿蘇市まち・ひと・しごと創生推進計画

阿蘇市役所（本庁）

波野支所

内牧支所
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